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多段ポンプの劣化復旧事例紹介

今回は、高揚程が必要な高層階施設の揚水ポンプ等に多く使用されている、多段式陸上送水ポンプ

の整備事例を紹介します。事例のポンプは、整備前の締切圧力は、初期の0.78MPa(揚程80ｍ)に対して

0.64MPa(65ｍ)と82％にまで低下していました。

多段ポンプを長年使い続けますと、ポンプ内部で各段の羽根車間をシールしている 『ライナーリングと

羽根車』間のスキマが摩耗により大きくなり、高圧側から低圧側への漏れが増加して圧力が低下します。

今回は摩耗した羽根車側シール面を切削して表面を整え、直径が小さくなった分内径を小さくしたライ

ナーリングを新しく制作しました。８段全てのスキマを基準である１ｍｍの３分の１以下（最大0.32mm）に

した結果、締切圧力を初期の0.78MPa(揚程80ｍ)に復旧することができました。

弊社では、設備機器の巡回点検（無料）を行っていますので、気軽に担当者に声をかけて下さい。
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整備事例：ポンプ 羽根車

能力の低下したポンプをオーバーホールしてリフレッシュすることで使用電力を低減できます。
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